
安曇野市教育委員会
生涯学習・施設のイベント

1415 広報あづみの　2014.6.18 2014.6.18　広報あづみの

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
程　

7
月
17
日（
木
）、24
日（
木
）、

8
月
7
日
（
木
）、
21
日
（
木
）、
9

月
4
日
（
木
）、
11
日
（
木
）　

午
後

7
時
30
分
～
9
時

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

森
島
も
も
子
さ
ん

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
２
０
０
円
（
6
回
分
）

●
持
ち
物　

飲
物
、
タ
オ
ル

●
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

●
申
し
込
み　

7
月
3
日
（
木
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
午
前
9
時
～
午
後

5
時
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

で
は
、
安
曇
野
を
拠
点
に
活
躍
し
た
い

若
手
音
楽
家
の
発
掘
を
目
的
に
「
第
4

回
あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
演
奏
会
は
、
12
月

第
一
美
術
協
会
は
、
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
の
3
部
門
で
構
成
さ
れ
、
現
在
、

全
国
５
０
０
人
余
り
の
会
員
と
一
般
出

品
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
美
術
公
募
団

体
で
す
。
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
展
覧
会
の
中
か
ら
、
本
年
度
の
優
秀

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

6
月
24
日
（
火
）
～
7
月
６

日
（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
、
最
終

日
は
正
午

●
休
館
日　

月
曜
日

●
観
覧
料　

常
設
展
料
金
大
人
５
０
０

（
４
０
０
）
円
、
高
校
・
大
学
生
３

０
０
（
２
０
０
）
円

※
（ 

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

友
の
会　

手
し
ご
と
く
ら
ぶ

箱
型
小
物
入
れ
（
10
㌢
四
方
）
を
作

り
ま
す
。

●
日
時　

7
月
8
日
（
火
）・
15
日
（
火
）

午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
近
代
美
術
館　

オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

●
参
加
費　

友
の
会
員
８
０
０
円

一
般
１
０
０
０
円

●
講
師　

平
田
米
子
さ
ん

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具
（
好
み
の
布
が

に
予
定
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
の

選
考
も
兼
ね
て
行
う
も
の
で
、
観
客
ア

ン
ケ
ー
ト
の
評
価
も
審
査
に
反
映
さ
れ

ま
す
。

●
日
時　

7
月
26
日
（
土
）

開
演
午
後
1
時
30
分

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

５
０
０
円
・
全
席
自
由（
未

就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

6
月
24
日
（
火
）

か
ら「
み
ら
い
」窓
口
で
販
売
し
ま

す
。（
午
前
9
時

～
午
後
9
時
30

分
）
電
話
予
約
は

で
き
ま
せ
ん
。
完

売
に
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

第
24
回
信
州
安
曇
野
薪
能
が
8
月
23

日
（
土
）、
明
科
龍
門
渕
公
園
で
行
わ

れ
ま
す
。
開
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
火

入
れ
式
で
、
着
物
を
着
て
会
場
に
松た

い
ま
つ明

を
運
ぶ
火
入
れ
式
役
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
あ
る
い
は
通

勤
し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
平
成
26

年
4
月
1
日
現
在
）
の
女
性
（
高
校

あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
30
㌢

正
方
2
枚
）

●
定
員　

15
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み　

6
月
25
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
、

工
芸
と
髙
橋
節
郎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン

様
式
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ア
ー

ル
・
デ
コ
は
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀

初
頭
に
か
け
て
、
広
い
地
域
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
様
式
は
、
伝
統

工
芸
に
収
ま
り
き
ら
な
い
工
芸
美
術
分

野
の
革
新
を
後
押
し
し
ま
し
た
。
今
回

の
企
画
展
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ

ン
、
工
芸
と
と
も
に
髙
橋
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

●
会
期　

7
月
5
日
（
土
）
～
9
月
21

日
（
日
）

●
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高
大
生

３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
・
65
歳
以

上
無
料

生
は
除
く
）

●
募
集
人
数　

１
人

●
報
奨
そ
の
他　

報
奨
金
１
万
円
、
招

待
券
2
枚

※
当
日
の
振
袖
着
付
け
代
、
メ
イ
ク
代

等
は
実
行
委
員
会
で
負
担
し
ま
す
。

●
締
め
切
り　

7
月
11
日（
金
）（
必
着
）

●
審
査
方
法　

7
月
中
に
開
催
さ
れ
る

実
行
委
員
会
で
決
定
。
結
果
は
通
知

し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
応
募

の
動
機
を
明
記
し
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
す
る
か
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

信
州
安
曇
野
薪
能
実
行
委
員
会
事
務

局
、
文
化
課
文
化
振
興
係

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２　

安
曇
野
市

明
科
中
川
手
２
９
１
４
番
地
1

館
内
く
ん
じ
ょ
う
（
収
蔵
資
料
の
防

虫
）
作
業
の
た
め
、
7
月
8
日
（
火
）・

9
日
（
水
）
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
臨
時
休
館

企
画
展
へ
の
展
示
替
え
作
業
の
た

め
、
7
月
3
日
（
木
）・
4
日
（
金
）

は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
観
察
会

●
日
時　

7
月
26
日（
土
）午
前
9
時
～

●
場
所　

県
烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理

事
務
所

●
参
加
料　

無
料

●
持
ち
物　

観
察
用
雨
傘
、
１
㍍
程
度

の
棒

●
定
員　

25
人

●
申
し
込
み　

6
月
23
日
（
月
）、
午

前
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

mkarasu@
anc-tv.ne.jp

安
曇
野
の
改
良
犂す
き

耕
運
機
が
登
場
し
て
、
農
業
の
機
械
化

が
進
む
昭
和
30
年
代
以
前
、
田
畑
の
耕
作
は

牛
馬
や
人
の
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
道
具
を
「
す
き
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
人
が
足
で
踏
み
込
ん
で
耕
す
も
の
を

「
鋤
」、牛
馬
に
引
か
せ
て
耕
す
も
の
を
「
犂
」

と
漢
字
で
書
い
て
区
別
し
ま
す
。

江
戸
時
代
ま
で
は
、
中
国
、
朝
鮮
か
ら
伝

来
し
て
き
た
「
唐か

ら
す
き犂
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

犂
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な

っ
て
か
ら
深
く
耕
せ
て
小
回
り
が
き
く
よ
う

に
改
良
さ
れ
た
犂
が
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
安
曇
野
に
も「
安
曇
犂
」や「
古

川
犂
」
な
ど
の
よ
う
に
、
安
曇
野
の
人
々
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
改
良
し
た
犂
が
あ
り
ま

す
。
安
曇
野
に
は
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
、
自
分
た
ち
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫

す
る
こ
と
が
得
意
な
発
明
家
た
ち
が
い
た
の

で
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
29

文
化
課
博
物
館
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

博物館で展示している古川犂

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
南
国
気
分

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

三
郷
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会

図
書
館
交
流
課

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

第
85
回
第
一
美
術
展

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ア
ー
ル・
デ
コ
展

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

豊
科
郷
土
博
物
館
臨
時
休
館

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

『
信
州
安
曇
野
薪た

き
ぎ
の
う能
』

火
入
れ
式
役
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

第５回　能面と能装束展
穂高交流学習センター「みらい」　481・3111 682・0966

　第 24 回信州安曇野薪能開催に先立ち、能楽師の故青木祥二郎さんと青木道喜さんが
使用した能面や能装束などを展示します。見る角度によって微妙にその表情を変える能
面や、色鮮やかな染織に刺しゅうや金銀箔で文様を描いた能装束の数々を間近で観賞す
ることができます。また過去の信州安曇野薪能の記録映像の上映も行います。

●会期　6 月 27 日（金）～ 8 月 23 日（土）
●休館日　毎週月曜日（7 月 21 日を除く）、7 月 22 日
●会場　穂高交流学習センター「みらい」交流ギャラリー
●観覧料　無料

故青木祥二郎さん
（観世流能楽師、市名誉市民）

昨年の火入れ式

長野県総合教育センター
利用案内

生涯学習課
462・4565 662・3525

　長野県総合教育情報センター（塩
尻市片丘）では、講堂、会議室、テニ
スコート、グラウンドを有料で貸し
出しています。施設利用の詳細は
ホームページをご覧いただくか、当
センター総務部（453・8800）へ
お問い合わせください。

烏
川
渓
谷
緑
地
公
開
学
習
会

烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理
事
務
所

 

73
・
０
２
０
３

ルネ・ラリック
「ブローチ　翼のある風
の精」1898 年頃　

髙橋節郎「漆朝夕
衝立」1942 年


